
 

 

平成 26 年 10 月 31 日 
 

 
ＡＰＩ機能で利用できる統計データの拡充 

－統計におけるオープンデータの高度化－ 
 

総務省は、統計データの高度利用環境を充実させるため、本日から、ＡＰＩ機能で利

用できる統計データを拡充しました。これにより、政府統計のオープンデータ化を推

進させ、地域振興やビジネスの活性化など様々な分野に貢献できるものと考えており

ます。 

 

○ 総務省統計局は、統計におけるオープンデータの高度化の一環として、ＡＰＩ機能

の試行運用を独立行政法人統計センターと共に行ってきました。 

 

○ 本日から、このＡＰＩ機能で利用可能な統計データについて、国勢調査などの 23 統

計約３万４千表から学校基本調査、農林業センサスなど 34 統計約４万表を加えた、合

計 57 統計約７万４千表へ大幅に拡大しました。 

 

○ また、ＡＰＩ機能を利用したスマートフォンアプリ「アプリＤｅ統計」についても、

利用可能な統計データを２倍以上に拡大するなどした更新版を本日より提供開始しま

した。 

 

○ これらにより、政府統計全体がこれまで以上に高度な活用が可能となることで、地

域振興やビジネスの活性化、新規事業の開発促進など様々な分野に貢献できるものと

考えております。 

  

○ 総務省としては、今後も、ＡＰＩ機能の内容充実や利用者支援、統計ＧＩＳの強化

など、政府統計の高度利用を促進し、オープンデータ推進のトップランナーとして、

政府の取組を先導していきます。 

 

（資料１）「アプリＤｅ統計」更新版について 

（参考１）ＡＰＩの活用事例と登録方法 

（参考２）平成 25 年６月７日付け報道発表資料 

 

 

 

 
 

 

（連絡先） 
【統計におけるオープンデータ政策全般】 
統計局統計情報システム課 

      担当：中原補佐 並木係長 
直通 03-5273-1007 
FAX  03-3203-8358 

【本格運用に係る利用方法等関係】 
（独）統計センター 共同利用システム課 

     担当：西村統括統計職 
直通 03-5273-1359 
FAX  03-3202-1158  



政府統計の総合窓口（e-Stat）で提供している以下の統計調査結果をAPI機
能により提供。（５７統計、約７万４千表）※2014/10 時点 

※「統計情報データベース」等に登録されている統計データに限る。 
※API機能とは、外部のデータベースに収録されているデータをインターネット上でシステム連携により自動的 に 
  収集、加工することができ、外部のデータベースを自らのデータベースの一部のように使用することができる機 
  能。 

府省 
庁名 

政府統計名 

総務省 

国勢調査 

住宅・土地統計調査 

住民基本台帳 
人口移動報告 

人口推計 

労働力調査 

就業構造基本調査 

社会生活基本調査 

個人企業経済調査 

科学技術研究調査 

サービス産業動向調査 

サービス業基本調査 

事業所・企業統計調査 

経済センサス 
       －基礎調査 
       －活動調査 

家計調査 

貯蓄動向調査 

全国消費実態調査 

家計消費状況調査 

小売物価統計調査 

全国物価統計調査 

消費者物価指数 

地域メッシュ統計 

社会・人口統計体系 
（都道府県・市区町村の
すがた） 

  
 

府省 
庁名 

政府統計名 

法務省 出入国管理統計  

財務省 
法人企業統計調査 

景気予測調査 

国税庁 民間給与実態 
統計調査 

文部科
学省 

学校基本調査 

学校保健統計調査 

学校教員統計調査 

社会教育調査 

地方教育費調査 

厚生労
働省 

人口動態調査 

医療施設調査 

患者調査 

国民生活基礎調査 

毎月勤労統計調査 

賃金構造基本 
統計調査 

薬事工業生産動態 
統計調査  

農林水
産省 

農業経営統計調査 

農林業センサス 

作物統計調査 

海面漁業生産 
統計調査 

木材統計調査 

牛乳乳製品統計調査 

府省 
庁名 

政府統計名 

経済産
業省 

工業統計調査 

商業統計調査 

商業動態統計調査 

特定サービス産業 
実態調査 

経済産業省企業活動
基本調査 

経済産業省生産動態
統計調査 

経済産業省特定業種
石油等消費動態統計
調査 

資源 
エネル
ギー庁 

石油製品需給動態 
統計調査 

ガス事業生産動態 
統計調査 

国土交
通省 

自動車輸送統計調査 

法人土地・建物基本 
調査 

法人建物調査 

今回拡充する統計調査 

23統計 約３万４千表 34統計 約４万表 

ＡＰＩ機能で利用できる統計 



「アプリDe統計」更新版について 

①「City  Stat」、「ポケット統計」のデータ拡充 

【新しく利用可能な主な統計データ】 
（文部科学省） 
・学校基本調査（学校数・教員数・在学者数） 
・社会教育調査（公民館・図書館・博物館等） 
（厚生労働省） 
・人口動態調査（出生数・死亡数） 
・医療施設調査（病院・一般診療所・歯科診療所） 
（農林水産省） 
・作物統計調査（耕地面積） 
・果樹生産出荷統計（みかん・ぶどう等の収穫量） 
（経済産業省） 
・工業統計調査（年間給与額、製造品の出荷額） 
・商業統計調査（年間商品販売額）       等 １２統計調査 

②「とうけいどけい」の「本日のとうけい」、「クイズ統計王」の情報追加 

平成26年10月31日（金）にアプリを更新 
利用方法： 
・現在お使いの方：Google Play上で更新アプリをインストールしてください。 
・これからお使いになる方：Google Play上で「アプリDe統計」を検索しインス
トールしてください。 

資料１ 

既存の７統計調査に上記を加え、計１９統計調査を提供 



API機能の活用事例と登録方法 

平成２６年１０月３１日 
 
総 務 省 統 計 局 
独立行政法人統計センター 

政府統計の総合窓口 

参考１ 

http://www.nstac.go.jp/


ＡＰＩ機能の活用方法 

1 

１．利用者の情報システムにe-Statのデータを自動的に反映 

●常に最新の情報を表示、主要な情報をまとめて表示 

●利用者の情報システムが統計データを保持しない場合であっても、常時APIを経由して自動
的に最新のデータをウェブサイトに反映させる等の利用が想定される。 

２．ユーザー保有やインターネット上のデータ等と連動させた高度な統
計データ分析 

●事前に統計データを一括でダウンロードしDB等に格納した後、BIツール等で分析するなどの
利用が想定される。 

●政府統計の総合窓口（e-Stat）から、EXCEL等をまとめてダウンロードしDB等に格納するに
は、多くの手間や時間がかるが、API機能を利用することにより、簡易にDB等に格納すること
が可能。 

●最新情報は、差分を取り込むことで対応。 
 



ＡＰＩ機能の活用事例（複数の統計をまとめて表示） 

2 

住宅・土地統計調査から取得（１表） 

家計調査から取得（１表） 

国勢調査から取得（２表） 

経済センサスから取得（１表） 

地域を切り替えることにより 
統計情報が切り替わる 



ＡＰＩ機能の活用事例（チャートで表示） 

3 

バブルチャートで表示 

棒グラフで表示 

Googleモーションチャート 
との組合せ 



利用登録及びアプリケーションIDの発行について 

4 

（２） 利用登録（仮登録） 

（３） メール受信 

メールアドレスを登録 

受信メールのリンクから本登録
画面へアクセス 

API機能を利用するためには、利用登録及びアプリケーションIDの発行が必要。 

利用登録及びアプリケーションIDの発行の流れは、次のとおり。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
    [ 政府統計の総合窓口(e-Stat)-API機能 利用登録（本登録）のご案内 ] 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
この度は、政府統計の総合窓口(e-Stat)-API機能の利用登録をお申込み頂き 
ありがとうございます。 
 
仮登録日     2014/10/26 
 
下記の内容に従って、本登録の手続きをお願いします。 
 
１. https://www.e-stat.go.jp/api/apiuser/php/index.php?action=register& 
accessKey=682d1xxxxxxxxxxxxxx84db1cbc98b7942 
  にアクセスして本登録ページを開いて下さい。 
２. 各項目を入力してください。 
３. 入力内容に誤りがなければ、「登録」ボタンを押して下さい。 
 
以上で本登録が完了します。 
 
------------------------------------------------------------------- 
本メールに心当たりがない場合は、このメールは破棄して下さい。 
翌日中までに本登録をしなければ仮登録の内容は自動的に無効になります。 
 
このメッセージはご案内専用ですので返信はしないで下さい。 
------------------------------------------------------------------- 
 
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 
         政府統計の総合窓口(e-Stat)-API機能 
 
         http://www.e-stat.go.jp/api/ 
+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

（１） e-StatのAPI機能ページにアクセス 
    （ http://www.e-stat.go.jp/api/） 

利用登録を選択 

※次世代統計利用システムで利用登録及びアプリケーションIDを発行されている場合は、そ
のまま利用できます。（新たに利用登録及びアプリケーションIDを発行する必要はありません） 

http://statdb.nstac.go.jp/


利用登録及びアプリケーションIDの発行について 

5 

（５） ログイン 

（６） アプリケーションIDの発行 

メールアドレスとパスワード
を入力してログイン 

利用するシステム名称等の登録
を行いアプリケーションIDを発行 

（４） 利用登録（本登録） 

パスワード、氏名等を登録 



（参考）政府統計の総合窓口（e-Stat）との関係 

6 

統計情報データベースに
登録されている 

政府統計の総合窓口 

http://www.e-stat.go.jp 

API機能で利用できる統計データは、e-Stat上で「DB」表示のあるデータに対応 



（参考）政府統計の総合窓口（e-Stat）との関係 

7 

http://api.e-stat.go.jp/rest/1.0/app/getStatsData?appId=xxxxx 
&statsDataId=0003013276&cdArea=09003,22004&cdCat01=010920070 
&cdTimeFrom=2012000101&cdTimeTo=2013000303 

APIで取得 

e-Statで取得した統計データとAPI
で取得した統計データは内容が一致 



 

 
 

平成 25 年６月７日 
 

 
統計データにおける API 機能の試行運用開始 
－統計におけるオープンデータの高度化－ 

 

 総務省は、統計データの高度利用環境の構築のため、平成 25年６月 10日（月）

午前 10 時から、統計データにおけるＡＰＩ機能の導入による試行運用を開始

します。これは、オープンデータ推進のトップランナーとして政府の取組を先

導するものです。 

 

○ 総務省統計局は、平成 25 年５月 28 日付け報道資料（参考１）のとおり、統計にお

けるオープンデータの高度化を進めることとしており、今般、このうちＡＰＩ機能の

導入について、独立行政法人統計センターが運用する「次世代統計利用システム」上

で、６月 10 日午前 10 時から試行運用を開始することになりました。 

  

○ ＡＰＩ機能の導入により、例えば、①利用者の情報システムに政府統計のポータル

サイト（e-Stat）のデータを自動的に反映、②ユーザー保有やインターネット上のデ

ータ等と連動させた高度な統計データ分析などが可能となります。これにより、ビジ

ネス活性化や新規事業の開発促進、行政サービス向上などに貢献できるものと考えて

おります。 

 

○ 今回の試行運用の御利用に当たっては、「次世代統計利用システム」のトップページ

（http://statdb.nstac.go.jp/）（参考２）から利用登録をお願いします。なお、御登

録に当たっては、利用規約を御確認下さい。 

 

※「次世代統計利用システム」のトップページには、統計局ホームページ、統計セン

ターホームページからもアクセス可能です。 

 

○ 今回の試行運用で利用可能な統計データは、国勢調査、労働力調査、消費者物価指

数、家計調査など総務省統計局所管統計の約３万２千表のデータです。 

 

○ 総務省としては、今回の試行運用を通じて、機能やシステム負荷等の検証や利用者

からの意見等の把握を行い、平成 26 年度中に e-Stat に同機能を整備し、各府省の統

計データの利用が可能となる本格運用を目指してまいります。 

 
 （連絡先） 

【統計におけるオープンデータ政策全般】 
統計局統計情報システム課 

      担当：松下補佐 星野係長 
直通 03-5273-1007 
FAX  03-3203-8358 

【試行運用に係る利用方法等関係】 
（独）統計センター 経営企画室 

     担当：赤谷課長代理 
直通 03-5273-1206 
FAX  03-5273-1290 

参考２ 

 

http://statdb.nstac.go.jp/

